
自己評価（前年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用いて自

己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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今年度は、一年を通して季節にふれ、プロジェクターや多くの機器を使い、室内でも経

験を重ねることで、深まり、こどもたちの気付きや驚きにたくさん触れることができ

た。年度末には、こどもたちの成長や保育で大切にしていることを保護者の方々と共有

し、地域にも見せる化することで交流できた。 

 

 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

 

こどもの人権委つい

て考える 

 

こどもの人権について考える機会を定期的にもち、常に自己を振り返る

ことができるようにする。また、自分一人だけでなく、園のチームとし

て考えられるような風土づくりに努めていく。 

地域への発信 信頼を築くことを目的に、日頃からの高齢者・障害者・保護者へ安全性

を高めるための取り組み等の発信 

・目で見て安心いただけるよう、室内環境の整備や、保育の見える化に

努める 

取組みの発信 日頃の保育の様子やこどもの育ちを、エントランスや外に向けて発信

し、園の存在を知ってもらう機会を多くもつ。引き続き、地域とのつな

がりを意識して発信していく。 

 


